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人権 HR②「拉致問題の解決のためにできることを考えよう」 

１２月１日（水）４限目と翌週１２月８日

（水）４限目の時間は、全校生徒を対象とす

る人権ホームルームとして北朝鮮による拉致

問題について考えます。 

１２月８日は、吉見 美保（よしみ み

ほ）さんによるご講話「家族を取り戻す ～

拉致問題の解決のためにできることを考えよ

う～」を傾聴し、拉致問題の解決のためにで

きることをホームルームで考え共有しまし

た。 

吉見 美保（よしみ みほ）さん 

吉見さんは特定失踪者 秋田美輪

さんのお姉様です。吉見さんは、

2019 年 5 月 19 日にニューヨーク

の国連本部で開催されたシンポジ

ウムにおいて、「北朝鮮にいる家

族を取り戻したい」という家族の

願いをスピーチされました。ま

た、JR 岐阜駅前等における街頭署

名活動等、北朝鮮に拉致された日

本人を救出するための活動を行っ

ておられます。 

「家族を取り戻す ～拉致問題の解決のためにできることを考えよう～」 

1985 年 12 月 4 日失踪 

吉見さんの妹「秋田美輪」さんは、1985 年（昭和 60

年）12 月 4 日、21 歳大学生の時に突然いなくなりま

した。大学 4 回生の 12 月、大学で授業を受け、友人

と学食で昼食をとり、門前で別れる。その日の 20 時

頃、兵庫県川西市の自宅へ「友人の下宿に泊まる」と

連絡あり。その翌日朝 8 時頃、兵庫県城之崎警察署か

ら「弁天浜で靴とカバンが見つかった」と連絡があり

ました。美輪さんは大学の校門前で友人と別れたのを

最後に消息を絶ち、翌朝、兵庫県川西市にあった実家

から１００キロ以上も離れた竹野町（現豊岡市）の弁

天浜で靴とカバン発見。発見された朝は雨が降ってい

ましたが、靴とカバンは濡れていませんでした。カバ

ンには未使用の切符も残されていました。また、失踪から数日後の大学の授業で用いるレポートが

大学の個人ロッカーに残されていました。これらの事から家族は自殺だとは信じられませんでした

し、調書を作成していた城之崎署の警官も「北朝鮮かもしれない」とつぶやいていました。 

1985（昭和 60）年から 1997（平成 9）年 

日本国内で見つかる身元不明の遺体の写真を確認しに行ったり、新聞の尋

ね人欄に掲載、北朝鮮による拉致ではないかと政治家へ訴えたりなどの活

動を続けてきました。 

1987（昭和 62）年 

11 月に起きた大韓航空機爆破事件はソウルオリンピックを妨害する目的で

北朝鮮が起こした事件でした。日本のパスポートを使った北朝鮮の男女工

作員が大韓航空機に乗り、爆発物を仕掛けて途中で降りました。男性工作員は自殺、女性工作員の

金賢姫は自殺を阻止され、その後の取り調べで日本人としてスパイになるための教育を「李畝」と

いう日本から拉致されてきた女性から受けたと証言しました。それが田口八重子さんであることが

わかりました。 

令和 3年度  

総合的な探究の時間・ぎふグローバル人材育成推進事業 

岐阜聖徳学園高等学校 

令和４年 1月２７日 1３号 

田口八重子さん 
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1997（平成 9 年）年、横田めぐみさんの拉致報道 

1987 年から 1997 年は北朝鮮による拉致について報道も政府も動きませんでしたが、1997 年 1 月亡

命した北朝鮮の工作員に聞いた話として「金正日の拉致指令」という論文が発表されました。その

中に書かれた 13 歳の少女が横田めぐみさんです。亡命工作員「安明進」は、北朝鮮国内に生きてい

る他の日本人拉致被害者の存在も証言しています。 

2002（平成 14）年、北朝鮮が拉致を認める 

9 月 17 日、小泉純一郎首相が訪朝し、金正日第一書記が 13

人の日本人を北朝鮮による拉致被害者として認めました。

その後、拉致被害者 5 人が帰国しましたが、その時点で日

本政府は曽我ひとみさんが拉致被害者だと把握していませ

んでした。 

北朝鮮から帰国した蓮池薫さんは、北朝鮮は日本の 100 年

前の生活をしており、自然災害にも弱く、飢饉も度々起き

ていると証言。世界の最貧国であるともいわれています。

日本からの援助が欲しくて日朝首相会談が行われ、5 人の拉

致被害者が一時帰国する予定で日本に帰国しましたが、北

朝鮮には帰さず、その家族を北朝鮮から連れてくるように

北朝鮮に要求し、拉致被害者家族が帰国しています。帰国するまで拉致被害者として日本政府に把

握されていなかった曽我ひとみさんが帰国したことで、遺体が発見されていなくて、国内にいる様

子もない失踪者の家族たちは「私の家族も拉致されたのではないかと」考えました。 

拉致被害者は何人？ 

• 政府認定拉致被害者 17 名（内 5 名は 2002 年 10 月に帰国） 

• 政府拉致断定  北朝鮮籍の子供 2 名 

• 2012 年警察庁発表の拉致の可能性を排除できない失踪者：特定失踪者 ８７３名 

 

特定失踪者の事件の共通点 

• 埼玉県川口市、兵庫県阪急六甲駅周辺のように同じ地域に関係する失踪者が多い 

• 1960 年代：中学生・高校生が多い、1970 年代：カップルや親子での失踪者が多い 

• 1980 年代中頃と 1990 年代初め：不審な若い女性の失踪が集中 

• 失踪した男性の職業：土木工学、印刷技術、船舶技術など 

• 失踪した女性の職業：看護師、電話交換手、編み物洋裁が得意な人など 

兵庫県阪急六甲駅付近での失踪者 

六甲駅周辺には、秋田美輪さんが消息を絶った大学があり、政府認定の拉致被害者 田中実さんも

駅周辺の児童養護施設で育っています。そして 2014 年の北朝鮮との協議（ストックホルム交渉）

で、北朝鮮が自国内にいると言った金田龍光さんも同じ施設で育っています。また、政府認定拉致

被害者の有本恵子さんは、秋田美輪さんの大学から 500ｍ離れた大学に通学していました。 

判明しているだけでこの地域から 5 人の被害者がでており、兵庫県警察はその児童養護施設で育っ

た人で他にも 2 人可能性があるとしています。 

 

岐阜県内の特定失踪者 

• 鷲見孝司 昭和 47 年 3 月 3 日 27 歳 
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• 塚腰義正 昭和 48 年 11 月 8 日 24 歳 

• 尾方晃  昭和 54 年 2 月末  23 歳 

• 林雅俊  平成 10 年 5 月 12 日 23 歳 

ご家族が公開している方で、北朝鮮の拉致の可能性を排除できない失踪者として岐阜県警察 HP に４

名記載されており、岐阜県内から

いなくなったのは林雅俊さんで

す。平成 10 年（1998 年）岐阜大

学の大学院で土木工学を専攻し、

卒業間近でした。越前海岸で通学

に使っていた車が発見、遺書のよ

うに思われる文書を車の中のパソ

コンに残して失踪。しかしその文

章は本人が書いたものとは考えら

れず、家族が自殺と納得するよう

なものではありませんでした。北

朝鮮国内での目撃情報もあり、自

殺偽装された拉致だと考えられて

います。 

被害者家族の努力 

◆ 各地での街頭署名運動 

◆ 政府への訴え 

◆ 国内各地での講演・訴え 

◆ 集会やデモ行進 

◆ 行政訴訟・国際訴訟 

◆ 国際社会での訴え 

◆ 北朝鮮国内へ短波ラジオ（特定失踪者問題調査会主催「しおかぜ」での呼びかけ）を毎日夜 22

時から放送 

北朝鮮国内への短波ラジオ「しおかぜ」で毎日夜 22 時から拉

致被害者や北朝鮮国民へ北朝鮮の人権侵害について呼びかけ

を行っています。北朝鮮にいる人たちは、自分の置かれてい

る世界しか知らず、彼らが人権について知ることは北朝鮮政

府には脅威です。「しおかぜ」に対する妨害電波が発せられ

ていますが、被害者家族はこのような方法で北朝鮮と戦って

います。 

必ず助け出す！ 

すでに拉致被害者の７０％が６０歳以上となっており、被害

者家族の親世代は多くが鬼籍に。被害者の命があるうちに必

ず助け出すことを目指して活動しています。 

高校生の皆さんにできること 

アニメ「めぐみ」を見て感じたこと、知った事をぜひご家族に話して

ください。街の中で「救う会」或いは「ブルーリボン運動」の署名活

動を見たら、ぜひご署名をお願いします。今日聞いたことを家族や友

人と話し合ってください。また、救出のアイデアがあれば教えてくだ

さい。 

北朝鮮は日本国内の世論を気にしています。署名活動が盛んになっ

たことで、2002 年首脳会談において拉致を認めたのです。 
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講話を聴いて 
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